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議第42号

京都市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

　京都市国民健康保険条例の一部を改正する条例を次のように制定する。

平成22年２月17日提出

京 都 市 長 門 川 大 作

京都市国民健康保険条例の一部を改正する条例

　京都市国民健康保険条例の一部を次のように改正する。

　第２条各号列記以外の部分中「の各号に定めるところによる」を「に掲げ

るとおりとする」に改め，同条第４号中「第81条の２第１項」を「附則第７

条第３項」に改める。

　第11条ただし書中「470,000円」を「500,000円」に改める。

　第12条第１項前段中「の合計額から」を「並びに次に掲げる金額の合計

額から」に，「の合計額（」を「並びに次に掲げる金額の合計額（」に改め，

同条後段中「又は山林所得金額」を「若しくは山林所得金額又は次に掲げる

金額」に改め，同項に次の各号を加える。

　⑴　地方税法附則第33条の２第５項に規定する上場株式等に係る配当所得

の金額

　⑵　地方税法附則第33条の３第５項に規定する土地等に係る事業所得等の

金額

　⑶　地方税法附則第34条第４項に規定する長期譲渡所得の金額（租税特別

措置法第33条の４第１項若しくは第２項，第34条第１項，第34条の２第

１項，第34条の３第１項，第35条第１項，第35条の２第１項又は第36条

の規定に該当する場合には，これらの規定の適用により同法第31条第１

項に規定する長期譲渡所得の金額から控除する金額を控除した金額）

　⑷　地方税法附則第35条第５項に規定する短期譲渡所得の金額（租税特別
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措置法第33条の４第１項若しくは第２項，第34条第１項，第34条の２第

１項，第34条の３第１項，第35条第１項又は第36条の規定に該当する場

合には，これらの規定の適用により同法第32条第１項に規定する短期譲

渡所得の金額から控除する金額を控除した金額）

　⑸　地方税法附則第35条の２第６項に規定する株式等に係る譲渡所得等の

金額（同法附則第35条の２の６第11項若しくは第15項又は同法附則第35

条の３第11項の規定の適用がある場合には，その適用後の金額）

　⑹　地方税法附則第35条の４第４項に規定する先物取引に係る雑所得等の

金額（同法附則第35条の４の２第７項の規定の適用がある場合には，そ

の適用後の金額）

　⑺　租税条約の実施に伴う所得税法，法人税法及び地方税法の特例等に関

する法律（以下この条及び第17条の２において「租税条約実施特例法」

という。）第３条の２の２第10項に規定する条約適用利子等の額

　⑻　租税条約実施特例法第３条の２の２第12項に規定する条約適用配当等

の額

　第14条の３ただし書中「120,000円」を「130,000円」に改める。

　第17条第２項及び第４項中「第８号」を「第11号」に改める。

　第17条の２第１項中「第703条の５第１項」を「第314条の２第１項」に改

め，「山林所得金額」の右に「並びに次に掲げる金額（これらの金額の算定

における同法第703条の５第１項に規定する青色専従者給与額又は事業専従

者控除額の取扱いについては，同項に規定する総所得金額の算定の例による

ものとする。）」を加え，同項に次の各号を加える。

　⑴　第12条第１項各号（第３号及び第４号を除く。）に掲げる金額

　⑵　地方税法附則第34条第４項に規定する長期譲渡所得の金額

　⑶　地方税法附則第35条第５項に規定する短期譲渡所得の金額

　第17条の２第２項中「山林所得金額」の右に「並びに前項各号に掲げる金

額」を加える。
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　附則第３項の見出し及び同項中「平成20年度及び平成21年度」を「平成22

年度から平成25年度まで」に改める。

　附則第４項中「同法」を「おける同法」に，「地方税法」を「おける地方

税法」に改める。

　附則第５項から第９項までを削る。

　附則第10項の前の見出し及び同項を削る。

　附則第11項を附則第５項とし，同項に見出しとして「（京北町の区域の編

入に伴う経過措置）」を付する。

　附則中第12項から第14項までを削り，第15項を第６項とし，第16項を第７

項とする。

附 則

（施行期日）

１　この条例は，平成22年４月１日から施行する。

（適用区分）

２　この条例による改正後の京都市国民健康保険条例の規定は，平成22年度

分の保険料から適用し，平成21年度分までの保険料については，なお従前

の例による。

提案理由

　国民健康保険法施行令の一部改正等に伴い，保険料の賦課額のうち基礎賦

課額及び後期高齢者支援金等賦課額の上限額を改定する等の必要があるので

提案する。


